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制定：2019 年 3 月 
改訂：2024 年 10 月 

PVDF 製平膜型 MBR 用膜モジュール“Toray MBR”台数算出ツール 

操作手順書 
URL: https://tdsuf.toraywater.net/cgi-bin/mbr_userinfo.pl 

 
 
このアプリケーションは、東レ MBR 用浸漬膜モジュールの必要台数およびそれに 
付随する設計情報を算出するためのツールであり、前処理、および生物処理槽容量、 
曝気量、物質収支計算などの生物プロセス設計は対象としておりません。 
 
1. 上記 URL にアクセスして下さい。 
2. 日本語を選択してください。 

 
3. “ご利用者名” と “メールアドレス”を入力して下さい。 そして、“同意して送信”ボタンをクリックし

て下さい。ご不明な点があれば、“お問合せ”をクリックして弊社までお問合せ下さい。 

 
  

“ご利用者名”と“メールアドレス”を入力。 
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4. 赤枠の案件情報を入力して下さい（“プロジェクト名”、”汚泥最低水温”）。 
緑枠を選択して下さい（“原水種別”）。 
“単位変換”をクリックすると、単位を変えることができます。 

 

 
 
 
5. 流量情報を入力して下さい。 

注 1：“日平均流量(m3/day)”は自動で計算（単位換算）されます。 
注 2：“時間最大流量”、“日最大流量”、“週最大流量”、“月最大流量”は、“下水・生活廃水”のみ

に指定できます。 
* “時間最大流量”: 1 日あたり数回の時間最大流量であり、 

その期間の平均流量は日最大流量を越えないものとします 
* “日最大流量”: 1 週間あたり数回の日最大流量であり、 

その期間の平均流量は週間最大流量を超えないものとします 
* “週最大流量”: 1 月あたり数回の週最大流量であり、 

その期間の平均流量は月最大流量を越えないものとします 
* “月最大流量”: 1 年あたり数回の月最大流量であり、 
       その期間の平均流量は年間平均流量を超えないものとします 

 
 

原水種別 
-下水・生活廃水 
-一般産業廃水（食品、乳業など） 
-難分解性産業廃水（石油、化学など） 
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6. 緑枠の“モジュール型式”を選択し、構成情報を入力して下さい。 
全てを入力後、“計算実行”をクリックして下さい。（“計算実行”ボタンは上部にもあります。） 

 

 
 
 
（参考）構成情報の入力例 
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7. “水槽・モジュール構成”、“設計流束”、“運転サイクル”、“空気量”、 “MBR 水槽寸法”が算出されます。 
* 計算後に、入力条件または単位を変更した場合には、再度“計算実行”をクリックして下さい。 

 

 
 

（参考）間欠ろ過運転サイクル 
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8. “ダウンロード”をクリックすると、計算結果を保存することができます。 

保存したファイルは、“アップロード”をクリックして再利用することができます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

★以下のエラーメッセージが表示された場合には、再度入力値を確認して下さい。 

詳しくは弊社までお問合せ下さい。 

1 列あたりのモジュール台数が上限を超えた場合。 

モジュール型式、水槽数、1 槽あたりのモジュール列数を修正して下さい。 
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免責条項 : 
本プログラムから得られた MBR 用浸漬膜モジュール（以下 Toray MBR）の必要台数、必要空気量、膜

槽寸法等の算出結果（以下結果）は、本プログラムの対象となる Toray MBR の平均的な公称性能に基づ

く予測です。 
本プログラムや関連文書の使用、またはその結果に関してはお客様の責任にてご活用いただき、東レは

その正確性、精密性、信頼性、最新性、その他一切の保証を行いません。 
本プログラムは、技術的に熟練した人によってその裁量と責任のもとで使用されるように意図されてい

ます。本プログラムの使用または使用できなかった場合の損害につき、東レは一切補償義務を負いませ

ん。 本プログラムから得られた結果は、責任又は Toray MBR の運転条件に関するプロセス保証、Toray 
MBR を使用した水処理装置の機械的保証等の保証の請求を提起するために使用することはできません。 
本プログラムの対象となる Toray MBR についてファウリング、スケーリング及び薬品による劣化等に対

する措置を行うこと、本プログラムの対象となる Toray MBR を使用した水処理装置について配管とバル

ブの圧力損失、吸引ポンプの吸引圧力及びろ過水の背圧、散気用エア供給装置の吐出量及び圧力等を考

慮することは、お客様の責任にて行っていただきます。ご質問があれば以下にご連絡願います。 
 
 
 
 
 
 
 

東レ株式会社 
メンブレン事業第３部 

〒103-8666 東京都中央区日本橋室町２丁目１番１号 
Tel: (03)3245-4539  Fax: (03)3245-4913 

 
 
 
https://www.toray.jp/contact2/con_090.html 
 
 
 
 
 
 
 
https://www.water.toray/ja/products/mbr/ 
 
 
 
 
 

 

本取扱説明書記載の内容は予告なく変更する場合があります。 
本取扱説明書の無断使用または複製は禁止されています。 
ご質問や更なる情報が必要であれば以下にご連絡願います。 


